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【学校教育目標】 

 自ら考え学習する生徒（自主） 

 心身ともに健康な生徒（剛健） 

 情操豊かな生徒（敬愛） 

 栃木市立寺尾中学校 ℡ : ３１－００１９ 

 令和５年 11 月 14 日 校長 平山 裕 

   学校づくりスローガン 『だれ一人欠けてはならない大切な仲間 寺中丸』 

 

 

 １０月２１日（土）にたくさんのご来賓の方々や保護者の皆様にご来校いただき、第７７回三峯祭

を開催いたしました。生徒たちは、「僕らを繋ぐ 最高の三峯祭 心を一つに 深まる絆」のスロー

ガンのもと、暑い夏休みのころから準備・練習してきた成果を発揮し、メッセージを伝える合唱、キ

ャストとスタッフ全員で創り上げる演劇、心に響く太鼓の演奏、自分の思いや考えが伝わる少年の主

張、英語スピーチ、広島記念式典参加報告を披露しました。はじめの頃は上手くいかなかったハーモ

ニー、演技、演奏も、「心を一つに」して練習に取り組む中で、合唱の歌声や演劇の演技、太鼓の演

奏が、生徒たちの心を「繋ぎ」始めていることを感じました。また、午後のパフォーマンスでのダン

スの完成度が高く、実行委員が三峯祭を盛り上げたいという思いで創り上げたオープニングでのダン

スやコント、後夜祭でのクイズ、作成した動画も感動的でした。一人が複数の役割を担いながらも一

人一人が思いをもって準備、練習してきた成果を十分に発揮して、「仲間との絆を深める」ことので

きた「最高の三峯祭」になりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心を一つにして創り上げ、仲間との絆を深めた三峯祭 

オープニングを盛り上げた実行委員 

少年の主張「私のキャリアデザイン」 

注意事項もコントで楽しく 

全校合唱「あなたへ」 

キャスト・スタッフが一つになった 演劇「謎の大捜査線」 

広島平和記念式典参加報告 

反戦を訴えた英語スピーチ 

心に響き渡る演奏 和太鼓「天地」「屋台囃子」「山彦」「八丈」 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第３３回下都賀地区中学校英語スピーチコンテストが１０月１９日（木）岩

舟文化会館（コスモスホール）で開催され、寺尾中学校代表として、●●●●

さんが出場しました。”Ending Wars with Words”というタイトルで、「平和や安

全は殺害や爆破によって得るものではなく、対話と傾聴から得るべきもの」と

いう思いを英語でジェスチャーを交えながら熱く語り、見事 Third prize（優良

賞）に輝きました。 

 

 

 

 １０月２４日（火）技術家庭の時間に、２年生は、白沢栄幸様に

ご指導いただきながら、１学期に植えたサツマイモの収穫を行いま

した。夏の間に増えてしまった雑草と伸び広がったサツマイモのつ

るを除去した後、生徒たちは一本ずつ丁寧にサツマイモを掘りまし

た。昨年度より出来は良かったようで、たくさんのサツマイモとと

もに生徒たちの笑顔もあふれていました。 

 

 

 

 １１月１０日（金）美術の時間に栃木市立

美術館の企画した出張授業「浮世絵を楽しも

う！」を全学年の生徒が受けました。美術館

に展示されている作品をスライドで鑑賞しな

がら、浮世絵の見方、楽しみ方、江戸の文化

について学んだ後、実際に４つの色を重ねる

多色摺りを体験し、葛飾北斎「富嶽三十六景 神奈川沖浪裏」のポスト

カードを完成させました。「４色だけだったけど、当時の摺師がどれだ

け難しいか体験をして分かった気がする」「一つ一つの作業に集中力が

いりました」「難しかったけれど自分の作品に力強さや波の躍動感がで

た」などの感想から、体験を通した学びの大切さを改めて感じました。 

 

「話し合うことで戦争をなくしたい」下都賀地区中学校英語スピーチコンテスト 

展示クイズで作品から学びました 

ダンスで魅せたパフォーマンス PTA のご協力により、好きな

メニューのお昼で楽しく 

後夜祭 ～タブレットを使ってクイズに解答～ 

浮世絵を楽しみ学ぶ～ミニ多色摺りを体験～ 栃木市立美術館出張授業 

サツマイモの収穫 今年は豊作！ 技術家庭科作物の栽培の授業 


